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タバコ野火病菌 Pseudomonas syringae pv. tabaciのべん毛運動能は、感染初期に重要な病原性因子であり、フラジ
ェリン糖鎖は運動能に必要である。フラジェリン欠損株∆fliC、フラジェリン糖鎖欠損株∆fgt1、菌体密度感知分
子アシルホモセリンラクトン(AHL)合成能欠損変異株∆psyI では、いずれも多剤耐性遺伝子群(mexE, mexF, 
oprN)の発現が上昇し、クロラムフェニコールなどの抗生物質などに対する耐性が増高した。そこで、多剤耐性
遺伝子の正の推定制御遺伝子 mexT と上述の変異株で発現が増高した tetR を単離し、各々の欠損変異株を作出
した。∆tetRは AHLを合成せず、著しく多剤耐性能が増強した。また、∆tetRの病原性は顕著に低下した。一方、
∆mexT ではそのような変化は見られなかった。以上の結果から、tetR は菌体密度感知機構や多剤耐性を制御す
るグローンバルレギュレーターであり、病原性に必要であることが示唆された。 
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